
シークヮーサー新商品開発推進事業補助金実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 町長は、本町におけるシークヮーサー産業の振興を図るため、加工関連事業所等が

行う事業に要する経費に対し、予算の範囲内において、シークヮーサー新商品開発推進

事業補助金（以下、「補助金」という）を交付するものとし、その交付及び実施に関して

は、本部町補助金等の交付に関する規則（昭和５４年規則第２号、以下｢規則｣という）

に定めるもののほか、この要領に定めるところによる。 

 

（目標） 

第２条 シークヮーサー新商品開発推進事業（以下、「本事業」という）は、第１条の趣旨

を踏まえ、新たな加工品開発を助成することで、もとぶ産シークヮーサーの消費拡大及

び認知度向上を図り、本町シークヮーサー産業の振興に寄与することを目標とする。 

 

（公募・選定） 

第３条 本事業は公募により事業実施主体を募るものとし、その選定については、選定委員

会を設置し行うものとする。 

 

（事業の実施） 

第４条 本事業で実施する事業の種類、内容、事業実施主体、補助率は別表１に掲げるとお

りとする。 

 

（事業の実施等の手続き） 

第５条 第３条に基づく選定委員会により選定された事業実施主体の事業実施計画の提出

手続については、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１） 本事業を実施しようとする事業実施主体は、別記様式第１号により実施計画書を

作成し、町長に提出しその承認を受けるものとする。 

 （２） 町長は、（１）に基づき事業実施計画書の提出があったときは、事業実施主体が

作成した事業実施計画書について必要な指導及び調整を行い、これを承認するも

のとする。 

（３） 事業実施計画の重要な変更については、（１）に準じて行うものとする。 

２ １の（３）の「事業実施計画の重要な変更」とは次の各号に掲げるものとする。 

 （１） 事業の中止又は廃止 

 （２） 開発加工品の変更 

 （３） 事業実施主体における事業費の２０％を超える増減  

 



（事業実施に係る報告等） 

第６条 事業実施主体は、事業実施年度の翌年度から３年間、毎年度、当該年度における事

業の実施状況を、別記様式２号により、翌年度の７月までに町長へ報告するものとする。 

 

（事業費の繰り越し） 

第７条 本事業は原則、承認を受けた年度において事業を完了するものとする。ただし、年

度内に事業が完了できない場合は、別記様式第３号により繰越承認申請を行い、町長の

承認を得た場合は、事業費の繰越を認めるものとする。 

 

   附 則 

 この要領は、平成２８年１０月４日から施行するものとする。 

 

別表１ 

事業の内容  事業実施主体  補助率  

 

シークヮーサー新商品開発推進事業 

 本部町産シークヮーサーを使用した加工

品の開発 

 

 

 

 

本部町内に本社又は営業

所を置く事業所  

その他町長の認めるもの  

 

総事業費の 8/10以内

且つ 100 万円以内と

する。  

但し、町長が認める

場合はその限りでは

ない。  

 

  



別記様式１号（第５条関係） 

第     号 

 年  月  日 

 

本部町長 殿 

 

住 所 

団 体 名 

代 表 者 名       印    

 

 

  年度シークヮーサー新商品開発推進事業の実施計画の 

（変更）承認申請について 

 

 シークヮーサー新商品開発推進事業補助金実施要領第５条に基づき、別紙の事業実施計

画書及び関係書類を添えて（変更）承認申請する。 

 

 

  



別記様式２号（第６条関係） 

第     号 

 年  月  日 

 

本部町長 殿 

 

住 所 

団 体 名 

代 表 者 名       印    

 

 

  年度シークヮーサー新商品開発推進事業の実施状況に係る報告について 

 

 

 シークヮーサー新商品開発推進事業補助金実施要領第６条に基づき、関係書類を添えて

報告する。 

 

 

（注） 関係書類として、別記様式４号等を添付すること。 

 

 

 

 



別記様式３号（第７条関係） 

第     号 

 年  月  日 

 

本部町長 殿 

 

住 所 

団 体 名 

代 表 者 名       印    

 

 

  年度シークヮーサー新商品開発推進事業の繰越承認申請書 

 

 

 年度シークヮーサー新商品開発推進事業については、下記の事由により年度内に事業を

完了できないため、シークヮーサー新商品開発推進事業補助金実施要領第７条の規定に基

づき、次年度への事業費の繰越を申請します。 

 

 

○年度内に事業を完了できない事由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業の進捗状況 次年度の事業進捗予定 

シークヮーサー新商品開発事

業 

金額 3月31日まで

の出来高（予

定） 

金額  事業完了予

定年月日 

円 ％ 円  年 月 日 



別紙 

 

 

実施年度    年度 

開発加工品名  

 

 

 

 

 

シークヮーサー新商品開発推進事業実施計画書 
 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施主体名  

 

 

 

 

 



第１ シークヮーサー新商品開発推進事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 開発商品の概要 

 

第３ 生産計画 

                                       （単位：個、円） 

  

 

 

 

 

 

第４ 開発商品の生産体制及び販売展開 

事業実施主体名 

 

事業実施主体の所

在地 

事業内容 

開発商品名 

完了予定年月

日 総事業費 

負担区分 

備考 

町 自己負担  

    

 

年 月 日 円 円 円 

合   計 円 円 円 

 

 

開発商品名  
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 目標年度 

(H29年) (H30年) (H31年) (H32年) (H33年) 

 

生産数量      

販売単価      

販売金額      

 

 

 



 

 



 



別記様式４号

シークヮーサー新商品開発推進事業の実施状況報告

（単位：円）
開発商品名

第１　開発商品の概要

第２　事業実施後の状況

１年目 ２年目 ３年目 計画時 目標
（　　年度） （　　年度） （　　年度） （　　年度） （　　年度）

生産数量
販売単価
販売金額

（注）販売単価は報告年度における、販売単価の平均額とする。
　

補助金

（単位：個、円）

開発商品名

総事業費

事業実施主体名事業採択年度
事業完了年度
事業報告年度

年度
年度

年度（　　年目）



第３　事業の効果および改善方策

事業の効果および改善方策

（注）　事業の目的に即して、事業の目標達成状況、改善状況を総括的に記述すること。なお、事業の目標に対して立ち遅れている場
　　　合いは、その理由及び改善計画について記述すること。

第４　評　価

事業の総合評価

２年目
（　　　　年度）
３年目

（　　　　年度）

事　業　の　効　果 改　善　方　策（改善の必要がある場合）
１年目

（　　　　年度）


